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豊
島
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で
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披
露
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で
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披
露

　

10
月
16
日
、
大
宮
北
小
学
校
の
４
年
生

20
人
に
よ
る
常
陸
大
宮
市
こ
ど
も
歌
舞
伎

が
、「
民
俗
芸
能
in
と
し
ま
」
に
出
演
し

ま
し
た
。

　
「
民
俗
芸
能
in
と
し
ま
」
は
、
豊
島
区
の

友
好
・
交
流
都
市
の
伝
統
芸
能
を
集
め
て

豊
島
区
の
「
み
ら
い
座
い
け
ぶ
く
ろ
」（
豊

島
公
会
堂
）
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
事

業
で
、
今
年
で
22
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
と
豊
島
区
は
、
平
成
17
年

５
月
に
防
災
協
定
を
結
び
、
今
年
で
５
周

年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
常
陸
大

宮
市
こ
ど
も
歌
舞
伎
が
招
待
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

出
演
し
た
団
体
は
５
団
体
で
、
常
陸
大

宮
市
こ
ど
も
歌
舞
伎
は
最
初
に
登
場
し
、

「
子
宝
三さ
ん

番ば

叟そ
う

」
と
「
白
浪
五
人
男
」
を

披
露
し
、

盛
大
な
拍

手
を
受
け

ま
し
た
。

　任期満了に伴う茨城県議会議員一般選挙(常陸大宮市選挙区)が12月12日に行われました。
　投票は午前７時から午後６時まで市内74カ所の投票所で行われ、午後８時から西部総合公園体育館で
即日開票されました。
　常陸大宮市選挙区（定数１）の投開票結果は次のとおりです。

男 女 合計

当 日 の 有 権 者 数 18,975 人 19,761 人 38,736 人

投 票 者 数 12,564 人 13,249 人 25,813 人

投 票 率 66.21 ％ 67.05 ％ 66.64 ％

○投票結果

候補者氏名 性別 年齢 住所 党派 現新 得票数

鈴　木　定　幸 男 43 石　沢 無　所　属 新 14,451票

黒　部　博　英 男 36 上　町 自由民主党 現 10,991票

○開票結果

○有効投票　25,442 票　　　　○無効投票　　369 票　　　　○持ち帰り　　2 票

■問い合わせ先■　常陸大宮市選挙管理委員会　☎ 52-1111　内線 312

▲子宝三番叟

▲白浪五人男

　常陸大宮市こども歌舞伎を指導する西塩子回り舞台保存会では平成24年度の公演
に向けて、役者を募集しています。
　詳細は歴史民俗資料館大宮館　☎52―1450までお問い合わせください。

✿役者募集中✿

茨城県議会議員一般選挙（常陸大宮市選挙区） 投開票結果茨城県議会議員一般選挙（常陸大宮市選挙区） 投開票結果

（敬称略）
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い
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催

　

10
月
16
・
17
日
、
甲
神
社
に
お
い
て
文

化
財
曝ば
く

涼り
ょ
う

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

曝
涼
と
は
文
化
財
を
害
虫
か
ら
守
る
た

め
の
虫
干
し
の
こ
と
で
す
。
毎
年
、
こ
の

時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
常
陸
太
田
市
内
の

寺
社
や
資
料
館
で
の
指
定
文
化
財
集
中
曝

涼
に
合
わ
せ
、
今
年
は
甲
神
社
も
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

虫
干
し
に
ふ
さ
わ
し
い
秋
晴
れ
の
２
日

間
、
会
場
と
な
っ
た
社
務
所
に
は
県
指
定

文
化
財
の
佐
竹
義
昭
奉
加
帳
や
能
面
、
市

指
定
文
化
財
の
源
氏
系
図
な
ど
の
他
、
室

町
時
代
の
作
と
さ
れ
る
木
造
狛こ

ま

犬い
ぬ

や
、
こ

れ
ま
で
公
開
の
機
会
の
な
か
っ
た
神
宝
の

刀
剣
も
３
振
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
や
近
隣
市
町
村
か
ら
１
３
０
人
の

観
覧
者
が
訪
れ
、
佐
竹
氏
の
祈
願
社
で

あ
っ
た
甲
神
社
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
ま

し
た
。

　

11
月
３
日
、
22
回
目
と
な
る
ふ
れ
あ
い

広
場
が
秋
晴
れ
の
下
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
聖
火
台
に
火
が

灯
さ
れ
た
あ
と
、
２
０
１
０
個
の
風
船
が

解
き
放
た
れ
、
会
場
内
に
は
約
１
０
０
の

模
擬
店
が
並
び
、
郷
土
芸
能
や
大
道
芸

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、塩
田
ふ
る
さ
と
協
議
会(

大

貫
孝
夫
会
長)

に
よ
る
塩
田
そ
ば
の
学
校

で
、
県
内
外
か
ら
の
参
加
者
約
30
人
と
、

地
元
農
家
の
方
13
人
が
参
加
し
、
そ
ば
打

ち
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
使
用
し
た
そ
ば
粉
は
、
参
加
者

が
８
月
に
種
を
ま
い
て
収
穫
し
た
そ
ば
の

粉
で
、
地
元
の
方
の
実
演
の
あ
と
、
塩
田

そ
ば
の
出
来
栄
え
は
？

そ
ば
の
出
来
栄
え
は
？

そ
ば
の
会
の
指
導
に
よ
り
、
各
台
で
そ
ば

打
ち
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、
山
方
地
域
で
、
子
育
て
広

場
の
い
も
掘
り
体
験
が
、
盛
金
Ｗ
Ａ
Ｃ
協

議
会
（
川

野
辺
耕
機

会
長
）
の
協

力
に
よ
り
、

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ぽ
か
ぽ
か

陽
気
の
な

か
、
さ
つ
ま

い
も
掘
り
を

行
い
、
13
組

▲地元のそば打ち名人圷豊さんによる
実演

た
～
く
さ
ん
採
れ
ま
し
た

た
～
く
さ
ん
採
れ
ま
し
た▲顔より大きな

　さつまいも

の
親
子
が
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、
市
の
図
書
情
報
館
で
市
内

の
小
学
生
６
人
が
、
図
書
館
員
の
仕
事
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

児
童
達
は
、
作
業
の
手
順
を
教
わ
り
な

が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
貸
し
出
し
の
手
続

き
や
返
却
さ
れ
た
図
書
の
整
理
等
を
行
い

ま
し
た
。

　

初
め
は
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
慣

れ
る
と
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
利
用
者
の
対
応

も
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
本

棚
へ
の
図
書
の
返
却
作
業
も
丁
寧
に
的
確

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

一
日
図
書
館
員
体
験

一
日
図
書
館
員
体
験
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11
月
14
日
、
ご
ぜ
ん
や
ま
ま
つ
り

２
０
１
０
が
御
前
山
総
合
支
所
敷
地
内
で

行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
会
場
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

屋
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
御
前
山
地

域
内
の
日
本
舞
踊
志
世
寿
会
や
野
田
和
太

鼓
愛
好
会
そ
し
て
御
前
山
ソ
ー
Ｒ
Ａ
Ｎ
の

芸
能
発
表
等
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

ご
ぜ
ん
や
ま
ま
つ
り２

０
１
０

ご
ぜ
ん
や
ま
ま
つ
り２

０
１
０

　

11
月
14
日
、
緒
川
地
域
の
オ
カ
リ
ー
ナ

の
森
で
、
46
人
の
方
が
参
加
し
歩
く
会
が

行
わ
れ
、
茨
城
生
物
の
会
の
方
５
人
が
講

師
と
な
り
、
植
物
等
の
解
説
役
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

時
々
立
ち
止
ま
り
、
い
つ
も
な
ら
見
過

ご
し
て
し
ま
う
植
物
に
も
目
を
止
め
、
自

然
観
察
を
し
な
が
ら
６
キ
ロ
の
道
の
り
を

オ
カ
リ
ー
ナ
の
森
を

歩
き
ま
し
た

オ
カ
リ
ー
ナ
の
森
を

歩
き
ま
し
た

歩
き
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、
第
５
回
常
陸
大
宮
市
か
が

や
き
ま
つ
り
が
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
か
が
や
き
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
保
健
衛
生
功
労
者
８
人

の
方
の
表
彰

が
行
わ
れ
、

ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
ジ
で
は

太
鼓
や
コ
ー

ラ
ス
等
が
催

さ
れ
、｢

手
話

の
唱｣

に
は
市

の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ひ
た
ま

る
も
飛
び
入

り
参
加
し
、

来
場
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し

た
。

か
が
や
き
ま
つ
り

か
が
や
き
ま
つ
り

　５月から10月にかけて、茨城県体育協会主催に
よる少年ソフトボール大会が、笠松運動公園野球場
と児童スポーツ広場で開催されました。
　県内から14チームが出場し、熱戦が繰り広げら
れ、大宮西小タイガースが初優勝を飾りました。

大宮西小タイガース初優勝！
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みんなの力で里づくり
下檜沢　益子　忠一さん

　下檜沢の熊久保地区には、約４
kmの沢沿いに60戸が点在してい
ます。
　当地区は、永年のスポーツ活動
や婦人クラブ活動等で培われた結
束力が強く、清流を願ってのヤマ
メの放流、アジサイロード作り、
中山間地域等直接支払制度への取り組みを経て、現
在は県道の里親制度事業に取り組んでいます。
　永く人が住める里づくりを願って、５月から10
月の半年間を中心に、毎月第４日曜日、全戸の参加
で、2,000株のアジサイの管理を兼ねた道路沿いの
草刈り、施肥、剪定や河川の清掃を続けています。
　これらの行動が、隣接する地域まで波及出来れば
よいと思うのですが、高齢化の現実の中、地元の住
民の力だけでは、田舎の景観は守れません。
　地元から離れ街に出て行ってしまった方、そし
て、市外から新鮮な空気を求めて訪ねて来る方に
「力」と「若者の知恵」を貸していただき、「里」
の美しさ、大切さを守りたいものです。
※市と茨城大学とは相互に連携協力し「豊かな自然と調和
した安心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取り
組んでいます。

いっしょにまちづくり

（有）瑞穂農場
代表取締役会長　下山　好夫

500,000円

善意をありがとう

《奨学基金へ》
順不同・敬称略

《常陸大宮市へ》

水戸ヤクルト販売（株）常陸大宮センター
市内放課後児童クラブで使用する遊具等

　10月と11月に行われた県中学新人大会で、準優勝を飾った大宮中のバレーボール部員とソフトボール
部員が、報告のため市役所を訪れ、準優勝の記念としてバレーボール部にはメダルが、ソフトボール部に
は盾が贈られました。

準優勝おめでとう！

▲バレー部の皆さん ▲ソフトボール部の皆さん
※今回贈られた盾とメダルは坂本忠夫前教育長から寄贈されたものです

広報常陸大宮・ホームページ
掲載広告募集中！

広報紙　半枠（縦45mm×横  85mm）：  9,000円/回

　　　　全枠（縦45mm×横175mm）：18,000円/回

＊ 詳しくはホームページをご覧いただくか、本庁企画課

　 行政改革推進室までお問い合わせください。

ＵＲＬ　http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

知

　このコーナーでは、市民の皆さんからの情
報をお待ちしています。写真と原稿をお持ち
ください。
　なお、お寄せいただいた情報は掲載できな
い場合もありますので、ご了承ください。
★本庁企画課情報・広報グループ
　　☎　５２－１１１１　内線３８３
　FAX　５３―６０１０
　　　kikaku@city.hitachiomiya.lg.jp

市ってニュース！


